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て埋没材模型を製作した。その埋没材模型の製作条件として，基底部の厚さは10mm ， 20mm, 30mmの 3






数と埋没方向などを組み合わせた 6 種類とし，ワックスパターンの厚さは， O. 43 mm, O. 55 mm, 






















造床の間隙量との聞には高い相関性が認められ，約1. 6%の熱膨張率( 800 OC) を有するリン酸塩系
埋没材を用いた場合には，これらの部住の寸法変化率が O. 6~ 0.7 %に近づくにしたがって，鋳造床
の適合性は向上する傾向を示した。
さらに，山型模型における実験結果より， u字型模型における鋳造床の製作条件を考慮して鋳造床
を製作し，その間隙量を測定した結果， U字型模型に対する鋳造床の適合性は，山型模型の場合とほ
ぼ同様の傾向を示した。
以上の結果，埋没材模型の基底部の厚さを適度に厚くし，埋没材上面をプラスチック板で被覆し，
混和溶液中のコロイダルシリカ濃度を調整することにより，変形が少なく， しかも適切な寸法変化率
を有する埋没材模型が得られ，さらに埋没方法およびワックスパターンの厚さを考慮することにより，
良好な適合性を示す鋳造床を製作し得ることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，コバルト・クロム合金を使用した鋳造床における適合性の向上を目的として，その適合
ハVワ臼
性に影響を及ぼす要因について基礎的かつ系統的に研究したものである。研究の結果，埋没材模型の
基底部の厚さを適度に厚くし，埋没材上面をプラスチック板で被覆し，混和溶液中のコロイダルシリ
カ濃度を調整することにより，変形が少なくしかも適切な寸法変化率を有する埋没材模型が得られ，
さらに埋没方法ならびにワックスパターンの厚さを考慮することにより 適合の良好な鋳造床を製作
し得ることが示唆された。
これらのことは，鋳造床の適合性を向上させるための基礎的資料としてきわめて重要な知見であり，
価値ある業績であると認める。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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